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　　　The　biological　value　of　fingerpri且ts（bV）and　ridge　counts　are　ofterl　used　in　the　cases　of

paternity　examinations．　But　it　can　not　be　denied　that　some　exceptional　farnilies　for　these

genetical　models　may　exist，　And　almost　all　of　these丘ngerpattem　fiエ1dings　have　beell　valuated

subjectively　in　the　cases　of　disputed　paternity．　This　report　represented　paternal　probability

formulas　ill　bV　and　ridge　counts，　and　actual　values　in　bV．　Besides，　a　calculating　method　of

probabilities　of　deceased　man’s　bV　and　ridge　counts　from　his　siblings’fingerpattems．was　repre．

sented．　These　formulas　and　actual　values　will　be　a　great　help　in　valuation　of　paternity　objec。

tively．

　　　Further，　the　familial伽gerpatterns　were　classi五ed　into　typica1丘ve　con丘gurations，　name！y

arch（A），　teロted　or　quasi－tented　arch（T），　radial　Ioop（R），　ulnar　Ioop（U）and　whorl（W）．‘A’has　no

delta，　T，　R　and　U　have　one　delta　and　W　has　usually　two　deltas．　lnteresting　results　were　obta．

ined　from　the　familial　investigation．　Numbers　of　A　and　R　of　parents　showed　no　effect　on　those

of　their　children，　but　when　numbers　of　U　and　W　of　parents　increased，　those　of　their　children

increased　too．　From　these　results，　the　delta　value　which　was　the　total　number　of　ten　fingers’

deltas　of　an　individual　was　thought　to　be　proper　to　apply　to　the　calculation　of　the　probability

of　patemity　because　of　simplicity　and　objectivity　of　the　counting　values．　The　probabilities，of

patemity　frorn　partitioned　delta　values　ranged　between．0．0789　and　O．9124．
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Key　w・rds；指紋価（丘nge・p・ttern　valu・）

　　　　　　デルタ価（delta　value）

　　　　　　親子鑑定（P・ternity　ex・mi’nati・n）

　　　　　　父権肯定確率（probability　of　paternity）

　　　　　　生物学鰯旨紋価（bi・1・gi・a1・・1…f丘・g・・p・i・t・bV）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　析などに大きな貢献を示していると同時に，今までの

　　　　　　　　1　緒　　　言　　　　　．　　　　所見の分析へのコソピューター応用の第1歩としての

撒は，その万人不同，生涯不変a｛寺性姓かして，所見の縄化が盛ん嘆められているが詣紋嚇子

臥識別特に響麟・その威力を発概ている・と　関係の研究もその1ツこ嫌られる・

鯛知の報である。　　　　　　撒の遺伝輸パラメーターとしては撒型（弓状・
指緯。ついて睡蜘聞本との因縁が深い・鯨　蹄状渦状などの紋型），騰数，撒形態（鰍の

米人断モー，レスが横浜から棘への汽勅中で燐顯鰍の区別）などカミあるが・いず渦遺伝学鰍

の貝塚を見付け，先住民族の遺跡であると発表，以来　　粥紋価が提唱されており・親子鑑定に頻用されている。

躰馳で遺跡の調査力・盛んに行われ，種・吐器が　松倉（・952－・954Nま隆徽のほかに詣紋型につ

発掘された．英臥一ソリー一一　…一ルヅ（東京築地　　　いては生物学的指紋価（bV）を・撒形態については

繊外科部長・囎・－19年）はその土器縮紋の残　鰍形態示数（・・F・1・）を提il昌し・bV慰び騰

。ているもののある・と醗見詣紋の研ラ梧が綱し　数は鵬4対の同義遺伝子に支配さ泌としている4）一

焼言われている1・．・　・　　　6購・・bVの齢購紋艘黙対する周到鹸討
at：古くか峨が国には手形の1腋があり・爪印，　の上騨￥築されたもので調察報鳳く合うものと

歪母印力畷鞭糠ていた。これらの輔からか詣　し礪儲lliされている7）が，ごく蝋につし’ては必

紋の応用としては臥灘蹴中犯罪糖の面力・先行　ずしも・の法購師ない実例覗られる8）ので，本

したようであるカ㍉・のほ旅砿く行われ，その1　論如この点を中心として検討礎めたものである・

つ離伝判肪面への応用がある．　　　　撒に瞭限の変異があり終‘胚変である働臥
　ただその遺伝形質，したがってその遺伝様式が未解　　識別特に犯罪捜査の分野ではほぼ決定的な役割を演じ

決であるが詣紋醐伝膿である・と畷いのない　ているが韻子縦の珊で蘇だ多くの問題点蛾
。ととされ調子撒の相似性から法医学上，親礁　している・すなわち詣紋tllliの縦規準は微妙で高度

定峡用されている。　　　　　　の辮頒し主観が入る余地力願’こと，遺伝モデル
　ボソネビー女史は指紋の幅と高さの比を100倍した　　に合わない家系も存在する可能性を否定できない8）こ

ものをF。rm－1・d・xといい，・れが6・以下のものを　と，父締離糊：融が磁されていないことなど

楕円形，80以上のものを円形，その間に介在するもの　　の問題点がある。

を中間形として，その形の遺伝および発生学的検討を　　　最近松永は一部の掌紋や指紋の総隆線数について父

行。てV、る・・。この点・・関し畑（・945）は，当時と　備離率の鄭蝋みている9）・しか囎紋型Vこつ

しては阯界で初めて，死胎児指からの指紋の写真撮影　　いては未だ報告例が見られない。著者は各種指紋価の

賊功し，次のごとく㈱している．すなわち，　r・k　うち，締鑑定に馳適してし’ると教られている

は胎生4力肱・・し5ヵ月の胎児4例，5朋2例・　bVを中心として遺1云モデルに舖ない実例について

6湖3例，6力肱いし7朋1例，7ヵ月2例，　検討を朧たほか・B・y・・の定聯基づく父欄定
合計12例の胎児の指紋をスムプtw　tr・より拠，・・ずれ　解式・・）および父として謙られている男性カミ死亡

の胎児においても撒形灘認めた．・とに，胎生4　している搬セ・同胞のbVからその男性のbV酬薩定

ヵ月の胎児において，指紋はすでにできていることを　　する一般式11）を考案したので報告する。なおこれらの

証することができた。」としている3）。　　　　　　　　式は松倉の隆線数にもそのままの形で適用できる。さ

　ことに親子鑑定への応用に関しては，戦後，日本の　　　らに，遺伝モデルに合わない家系が実在する可能性が

研究者の類は多い。また近年，・ソピ…一・一の生　ある点艦み・父1牲が否定さ摘搬の判断の（1ヒ方に

物学1’llJiF・ll用が盛んになり，大集巨腱1物鞠醐の分　つ・・ても糠をカ・えた・9た鰍綱題点納在する
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bVに代わりうる方法を求めて，従来からの分類法に　　　　　　　表1　bVの表現型と遺伝子型

基づいて鯉轍義の弓撒疾起酬まそれ曄ず　鐡型　　　遺伝子型
る弓状紋，甲種蹄状紋，乙種蹄状紋，渦状紋の基本型

に分類してそれらの遺伝様式を新しい角度から再検討　　　　　6～96

した結果，算出法の簡明なデルタ価の概念に到達した　　　　102～162

のでその遺伝様式および，誤。て父権力・否定される危　　168～18°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　186～204
険の少ないデルタ価による父権肯定確率表を試作した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　210～240
のであわせて報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　246～270

　本論に入る前に著者の研究項目に関して，先人の業　　　　276～294

績を通覧し2，3の説明を補足する。　　　　　　　　　　　300

　A　隆線およびデルタ（のについて　　　　　　　　　　　　0

0　（aabl〕ccdd）

1（Aabbccdd）

2（AaBbccdd）

3（AaBbCcdd）

4（AaBbCcDd）

5（AABbCcDd）
6（AABBCcDd），

7（AABBCCDd）

8（AABBCCDD）
　指紋を指紋票に押印した場合に濃く捺印される皮麿　　　括孤内はその遺伝子型における遺伝子組合せの代

紋理を表す線を隆線と言い，指紋の外縁部V＝　3本の隆　　　表例

線が約12°°の簸をも・て灘する部分縮三燃　表、父ま燃母の遺伝子型とそれ、りt／Eず。配

三鵤あるいはデルタωと呼ぶat旨紋の中心とA　5t　　偶子の種類顕度
結ぶ仮想線上に介在する隆線の数あるいはその10指合

計徹隆徽あるいは縫徽と呼ぶ・　　　畿雛
　B　bVの概要について　　　　　　　　　　　　　子型

　bV4）における指紋型は弓状紋，弓蹄紋，蹄状紋，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
蹄渦紋，渦状紋，弓渦紋の6型に分類される。それぞ

れt＝、6，12，18，24，30，0餌旨紋戦を与え，10指　　1

舗値をbVと呼ぶ・bVは脇4対の同義遺伝子　　2
AaBbCcDdに支配され，優性遺伝子の数によって決

まるため，優性遺伝子の数をもってbVの遺伝子型と　　　　3

する（表1）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　遺伝子型0，1，2，…，8の相対頻度をそれぞれ

a，b，　c，…，　i（a十b十c十…十i＝1）とし，　　　　5

配偶子の総和を1とすると期待される配偶子の遺伝子

型と相対頻度は表2のようになる。したがって，たと　　　　6

えば母および父の遣伝子型が2および3の時，生ずる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7
卵子および精子の遺伝子型はそれぞれ0，1，2およ

び0，1，2，3であり，両配偶子の接合によって0　　　　8

配偶子の遺伝子型と頻度

・　11213［41
　a

⊥b2

⊥c14
＿Ld
14

　1

－e70

⊥b2

⊥c7

⊥d7

上e35

⊥f14

⊥c14

⊥d
　7

」盛＿e

35

⊥f
　7

　3

τ9

⊥d14
＿．a．．e

35

⊥f
　7

　4
T－9

＿Lh
　2

　1
「万e

」Lf
14

⊥914

⊥h　2

i

合　計

a

b

C

d

e

f

9

h

i

螺重力灘論．6～8の磁まれ得ないと考合計1・＋・＋・＋…・・1・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a，b，　c，…，　iは遺伝子型0・1，2，…，

　　　　　ll使用した材料および方法　　　　　　　　　8の父または母の相対頻度
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a十b十c十…　十i＝1）

　A　使用した材料

　1　家族指紋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　特定集団の個人指紋

　昭和15年頃，東京帝国大学医学部学生によって全国　　　学生実習の際収集した信州大学医学部学生174人（男

各地から集められた指紋の家族資料から任意に約315　　159人，女15人）の個人指紋を検査に供した。

家族を抽出して復写，304家族1，341人（男719人，女　　B方法

622人）の良好な指紋を得たが，その内特に鮮明に複　　　1　指紋の分類法

写された262家族1，236人（男694人，女542人）の指紋　　　第4…裁こ示したごとく，古くから行われている分類

をbVの検査に供した。　　　　　　　　　　　　　　法にしたがった。ちなみに指紋のやや典型的なものを
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表3　遺伝子型2の母と遺伝子型0から8までの男との組合せによって生ずる子の遺伝子型と相対

　　　頻度（ただしすべての子の和をcとする。）

母

2（c）

男

0（a）

1（b）

2（c）

3（d）

4（e）

5（f）

6（9）

7（h）

8（i）

子の遺伝子型と相対頻度

・　・　213　4　516　7　8
3
14ac

⊥bc28

⊥c2
196

3cd
196

3

－ce980

4

－ac7

11bc
28

12c2
49

ユ登＿cd

98

－．1．－c4　e

245

3cf
196

3

－ac14

11bc
28

41　。
98c臼

69cd
196

239

＿ce980

Lt＿cf
98

9
齋一cg

　3　bc
28

12c2
49

69cd
196

192
4go　ce

型一cf
196

12
4gcg

⊥ch28

9　。
196c“

13cd
98

239

－ce980

丞Lcf
196

41
98cg

ll　ch
28

3　・
一一：：一＿Cl

14

3　cd
196

14
245ce

ユ旦＿cf

98

12
4gcg

ll　ch
28

4　・

－C17

3
980ce

3cf
196

9
196cg

3　ch
28

⊥ci
14

合計

ac

bc

C2

cd

ce

cf

cg

ch

ci

合　計1　　　・（・＋・＋・＋…・・）　　　　「・

”t… A　観i澱羅ご．』『’”　　　f’ゼ駆艶蟄獣　　　　　『　　　　　’　　、　　　　　　，

転　耀　・．　　　2携　”－誌　　　3諺嫉灘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ntdtいt

　　　　　　　　　　　写真1　指紋の各型（矢印はデルタを示す）

1：狭義の弓状紋CA）　2：突起弓状紋に近いor）　3：突起弓状紋Ct）

4：蹄状紋O　右第1指の指紋であるから乙種蹄状紋⑰である。　　5および6：渦状紋

次に示した（写真1）。　　　　　　　　　　　　　　ぶこととした。

　2　デルタ価（・d価）の算出法　　　　　　　　　　　　3　父権肯定確率の算出法

　狭義の弓状紋Aはデルタ数0（表16中ではδ。と略　　　すでに別著12）に詳述したごとく，確率論における

す），TおよびLのデルタ数は通常1（δ・），　Wのデル　　Bayesの定理は一般に，　e、Ue2U…Uek＝Ωとすれ

タ数は通常2（δ2）であるが，10指のデルタ数を合計　　ば，

したものをデルタ価（以後A価またはtiと略す）と呼
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親子鑑定における各種指紋価の再検討

表4　指紋の分類法　　　　　　　　　型の頻度の総和を母の頻度で除したものである。

紋　　型

広義の
　　　A弓状紋

踊状紋L

細　分　類1・・1・・数

狭義の弓状紋　　　　　　A

弩簾たはそれ麟ずるT

甲種蹄状紋　　　　　　　R

乙種蹄状紋　　　　　　u

　1例として母，男，子の遺伝子型がそれぞれ2，3，

4の場合についてπ1，π2sWを求めてみよう。遺伝

0　　　　子型2の母および3の男の形成する配偶子系列の積お
1　よび展蹴蔽・よ・｛妾・（・）・÷・（1）・9，・（・）｝｛鉱

・　d（・）・号・（・）・暑・（・）・養・（・）｝藤・d（・）・器・d（・）・

一1　　1・以上欝型（、）の撫・姦母の撫度・dで割・・
1　旦，d（、）＋型，cd（、）・蔓・d（・）＋⊥・d（・）となる．遺

綱煮課｝　（・）蕪雛ll董難欝雛覇

で示され，封豫。1がおこった・とが判。ている時，　4の欄轍給計したものを母の遺伝子型の澱cで

原因・、のおき・確率力・与えられる（ただ…一・，割ると，・・一諭（…＋・3・d＋239・＋345f＋41°9

樺論朧翻麟麟禦繋゜1絶譲コ詣筆㍗、の
わち醐の子供（原告）はその母と撚の男性との組徽で械ら摘．松倉のma値・一・．・・37，　b一
合せ（・・）・・よる子かあるいはその1まかの男｛生との組。，。344，，＝＝。．1・55，d・・．・・16，・一・．3・17，・一・．2・16・

合せ（e・）による子かとい Pこasま・たく棚であ、一・．12・5，・一・．・3・7，・一・（…＋・＋…・・－1・

るから・P｛・・｝：P｛e・｝＝iとすると，（1）鵡　　。。。7）を代入すればW－・．3569となる．この鵡松

　　　・｛e・1・i｝一・｛el｝・｛碧瀦舞蕎｛・、1eg｝雛謙謡警奮磐麗瓢

　　　　　　　一，｛　　P｛Otlet｝oユle1｝十P｛011e2｝　（・）の場合・眼な・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　父権否定確率の筑出法
となる講橡・1は「酷の母との間｝こ酷と同じbV @父締定確率とは，ある母子・齢せ・・対して，そ

・縮子型の子を得ること」醐当する・したがっての子の父とはなり徽甥｛生の欄鍛の和である．

（・）式の額は次のように鰍さ泌・　　　bVについて、伽挙げると，冊の遺伝子型慨れ
P｛e11・・｝・Krll］の男性が゜・嚇，　e・である纏　それ，，、の組合せの時，表・から判るよう…および

　　　　　　すなわ放鮪離率（W）・　　、の男腕父とはなり得な・・．母子の組合せが2，4

P｛・11・・｝・etであ塒・°1である脚（π・）・　である搬購慨型・の母とすべての遺伝子型の男

・｛・11・・｝・e・である時，°1である確率（π・）・　性との齢せから遺伝子型・の子の生まれる解であ

したが・て（2即松永9職らって’ @　　・，表・か・諭・（…＋13・d・239・＋・チ・・＋…9＋

　　　　　　　W－。蚤，　　　（3）　385h＋21・・）である・また遺伝子型・および1の雛

、騨譲現，れ、．ただ。。、購・醐性・原告の巌はそ世a声である・したがっ哩子塑

懲騰墜認灘瓢罐繋麟認1釜禦欝灘誌1齢勢譲
の男性の形成す。配偶孫列の積の闘式脚・て，ぺての肝の組合せ・こ対する父纈定紛聯を勅

酷と肌遺伝子型の搬を姻の齢せの頻度で除それら蛤計したものがbV　tlこおける父締定確率で

したものである。π2は原告の母と不特定の男性との　　ある。

間に賠と剛型の子が生まれ灘率，すなわ臓2　5区分」伽はる剣雀1髄纏の算出法

1。乱溺の微する配偶孫列とすべての遺慨型　繍むね棚B3卿・述べ妨灘よ・たが，後出

ゐ男性の酉己偶孫列の積の展開式のうち源告と1司じ　の当該項（皿K）で若干の説明を加える・
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5　262家系，1，236人（男694人，女542人）の
皿　結　　　果　　　　　　　　　　　　　　うちbVの遣伝モデルに合わないもの

AbVモデ・レの齢性　　　　　　　父．母のbV
　262家族，1，236人のbVを調べたところ，5家族
に理論的には生まれない筈の子が認められた（表5）。　　　　　7°3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7・4
　B　bVにおける父権否定確率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3・1
　遺伝子型0，1，2，…8の相対頻度として松倉の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4・1
悼を代入するとbVにおける父権否定確率は約0・0364　　　　　　2．2

と箕出された。

　C　bVにおける父権肯定確率式および確率値

子のbV（性別）

2（9）

1（9）

5（♀）

6（6）

5（♀）

　母・子・疑問の男性のすべての組合せにおける父権　　り，著者もその1事例をすでに報告している12）が，実

肯定確率式と・松倉の観察値をa・b，c，…，　iに　　際例として璽要であるので死亡している男1生のbVを

代入して得られた父権肯定確率を表6に示す。　　　　　与える一般式を考案した。

　D　死亡している男性の取り得る生物学的指紋価の　　　父母のbVの組合せは45種類あるが，組合せがen

　　確率　　　　　　　’　　　　　　　　　　　である事前確率をP。n，その時期待される子のbVが

　親子鑑定の実際例としては，すでに死亡している男　　0，1，2，…，8である比率（分離比）をαn，β。，

性について問題を生ずる場合（遺産相続等）が時にあ　　rn，…，　en（αn＋β。＋γn十…＋en　・1）とする。死亡し

表6　bVにおける父権肯定確率式および確率値

男の遺伝子型と父権肯定確率
冊一
0 70 35 15 5 1

1

0 70十A 35十A 15十A 5十A 1十A
罵0．9414 需0，8893 篇0．7750 醤0．5345 踏0．1867

35 40 30 16 5

1 35十B 40十B 30十B 16十B 5十B
＝0．6691 ＝0，6980 臨0。6342 ＝0，4804 ＝0。2241

5 10 12 10 5

2 5十C 10十C 12十C 10十C 5十C
昌0．3626 醤0．5323 篇0．5773 ＝0．5323 富0．3626

5 16 30 40 35
3 5十D 16十D 30十D 40十D 35十D

露0．2191 ＝0．4731 瓢0．6274 ＝0．6918 属0．6627

1 5 15 35 70

4 1十E 5十E 15十E 35十E 70十E
＝0．1921 ＝0．5431 ＝0．7810 ＝0．8927 ＝0．9433

1 70 35 15 5 1

070十A　　　35十A　　　15十A　　　5十A　　　1十A
　　　＝O．9414　　　　＝0，8893　　　　＝0．7750　　　　＝0．5345　　　　＝O．1867

170十F　　　70十F　　　55十F　　　35十F　　　17十F　　　5十F
　　＝0．7637　　　　＝O．7637　　　　＝・0．7174　　　　＝O，6177　　　　＝O．4397　　　　＝O．1875

　　　　　　　35　　　　　　　　55　　　　　　　　60　　　　　　　　52　　　　　　　　35　　　　　　　　15
2

3

4

5

35十G　　　55十G　　　60十G　　　52十G　　　35十G　　　15十G
　＝0，4449　　　　＝＝O．5574　　　　＝o．5788　　　　＝O．5435　　　　＝：O．4449　　　　＝＝O．2557

　　　　　　15　　　　　　　　35　　　　　　　　52　　　　　　　　60　　　　　　　　55　　　　　　　　35

15十H　　　35十H　　　52十H　　　60十H　　　55十H　　　35十H
　＝＝O．2535　　　　＝O．4420　　　　＝O．5407　　　　＝0．5759　　　　＝0．5545　　　　＝0．4420

　　　　　　5　　　　　　　　17　　　　　　　　35　　　　　　　　55　　　　　　　　70　　　　　　　　70

5十1　　　　　17十1　　　　　35十1　　　　　55十1　　　　　70十1　　　　　70十1
　＝0．1850　　　＝0，4356　　　＝O．6138　　　＝0，7141　　　＝O．7607　　　＝O．7607

　　　　　　151535701十E　　　5十E　　　15十E　　　35十E　　　70十E
　＝o，1921　　　　＝：O。5431　　　　＝O．7810　　　　＝＝O．8927　　　　＝＝O．9433

132　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州医誌　VQ1，．29



親子鑑定における各種指紋価の再検討

2 70 35 15 5 1

70十A
@＝0．9414
@560

35十A
@皿0，8893
@385

15十A
@謬0．7750
@240

5十A
@雷0．5345
P30

1十A
@＝0．1867
@56 15

560十J
@　＝0．8659

@210

385十J
@　＝0，8161

@385

240十J
@　躍0。7345

@410

130十J
@　＝0．5997

@345

56十J
@需0．3923
@239

15十J
@＝0．1474
@130 45

210十K
@　量0．4766

385十K
@　瓢0．6254

@35

410十K
@　冨0．6400

@80

345十K
@　鵠0．5994

@115

239十K
@　＝0．5089

@128

130十K
@　瓢0，3605

@115

45十K
@瓢0．1633
@80 35

35十L
@罧02492

80十L
@　冨0．4314

@d5

115十L
@　＝0．5217．

@130

128十L
@　謂0．5484

@239

115十L
@　＝α5217．

@345

80十L
@＝0．4314
@410

35十L
@胃0．2492
@385

　　　　．

@　　　1Q10

45十M
@　臨0．1611

130十M
@　＝0，3569

@15

239十M
@　＝0．5050

@56　、

345十M
@　譜0，5956

@130

410十M
@　＝0．6364

@240

385十M
@　謳0．6217

@385

210十M　I
@　課O．4727　　　　　1　560

一15十N
@漏0。1469

56十N
@＝0．3913

@1　．

130十N
@　瓢0，5988

@5

240十N
@　臨0．7337

@15

385十N
@　＝0．8155

@35

560十N　．
@　＝0。．8654

@70
1十E
@躍0．1921

5十E
@＝0．5431

15十E
@＝0．7810

35十E
@＝0．8927

70十E
@　需0．9433

3 70 35 15 5 1

0　70十A
　　　＝O．9414

　　420

冨十A　　　15十A　　　5十A
　　＝：0，8893　　　　＝　o．7750　　　　＝＝O．5345

　245　　　　　　　　130　　　　　　　　60

1十A
　＝0．1867

　22　　　　　5
1　420十〇　　　　　245十〇　　　　　130十〇　　　　　60十〇

　　　＝0。9063　　　　P＝o．8494　　　　＝　O．7495　　　　＝o．5801

　　420　　　　　　　420　　　　　　　　345　　　　　　　240

420十P　　 345十P　　 240十P
　　＝〔L7287　　　　＝0，6882　　　　＝〔）．605

　245　　　　　　　　345　　　　　　　370

22十〇　　　5十〇
　：＝0．3362　　　　＝0，1032

　138　　　　　60　　　　　15

2 420十P
　　＝0．7287

　70

　138十P　　　60十P
5　　　　＝0．4689　　　　＝＝O．2773

　　329　　　　　240

15十P
　＝0，0875

　130　　　　　35

37・?A976245t豊463。廊奪548337°t8565

　　　　　　　　　35　　　　　　　　130　　　　　　　240

　329十Q　　240十Q　　130十Q
6　　　　＝O．5365　　　　＝O．4578　　　　＝O．3139

　　329　　　　　　　370　　　　　　　345

4

35十Q
　　：O，1097

　245　　　　　70

35十R　　　130十R　　240十R
　＝o」1088　　　　＝：O．3121　　　　＝＝0L　455

　　　　　　　　5　　　　　20

　329十R　　370十R　　345十R　　245十R
8　　　　＝　O．5344　　　　＝O．5635　　　　＝：〔）．5462　　　　＝O．4609

　　46　　　　　　　　80　　　　　　　　115　　　　　　　　140

5

70十R
　＝o．1963

1140　　｝

5十S　　　20一トS
　＝o．0865　　　　：＝0．2746

　　　　　　　5

46黷S6548°場、。22115tま685214°t邑726。14°起ま・2・・

　22　　　　　　　　　60　　　　　　　　130　　　　　　　　245　　　　　　　　420

6

7

・鴛、。、。22覧33826°境582213°t巴75、2245t君85。542°tε・・7・

　　　　　　　1　　　　　　　　5　　　　　　　　15　　　　　　　　35　　　　　　　　70

1十E　　　5十E　　　15十E　　　35十E　　　70十E．1
　＝O．1921　　　　＝0，5431　　　　＝　O．7810　　　　＝＝0．8927　　　　＝O．9433

4 70 35 15

070十A　　　35十A　　・15十A
　　　＝0．9414　　　＝O．8893　　　＝o．7750

　　1120　　　　　　　595　　　　　　　　280

11120十U　　弼石ア　　280十U　　110十U
　　　＝O．9279　　　　＝O．8724　　　　＝O．7630　　　　＝O．5584

　　2520　　　　　　　1820　　　　　　　1195　　　　　　　690　　　　　　　　328

　5　　　　　　1

5・十A　　　I1十A　　　・・
　＝＝O．5345　　　　＝O．1867

110　　　　　32　　　　　5
　　　　　　32十U　　　5十U．
　　　　　　　　＝O．2689　　　　＝O．0544

22520十V
　　　＝o．8456

　　1120

・82・ ¥♂79821195主♂722。69°堵，。。。32琴tX・・62

　1820　　　　　　　1920　　　　　　　1645　　　　　　　1184

31120十W
　　　＝o．4973

　　70

1820十W　　1920十W　　1645十W　　1184十W
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝O．5122　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　＝O．6165　　　　＝O，6290　　　　＝＝O．592

　595　　　　　　　　1195　　　　　　　1645　　　　　　　1810

47・ ｫ。、、。595堵28、41195ま説、4。21645雲護，、98181°土讃5436

　　　　　　　　　35　　　　　　　　280　　　　　　　　690　　　　　　　1184

5 35十Y　　280十Y　　690十Y
　：＝0．0296　　　　＝0．1961　　　　：＝O．375

　　　　　　　15　　　　　　　　110　　　　　　　328

1184十Y
4　　　　＝＝O．5078

6 15十Z　　　110十Z　　 328十Z
　＝0．0314　　　　＝0。1920　　　　＝0。4147

110 15

110十V　　15十V
　　＝O．1930　　　　＝0．0316

　690　　　　　　　　280　　　　　　　　35

690十W　　280十W
　　＝＝0．3786　　　　二〇．1983

　1645　　　　　　　1195

35十W
　　＝O．0300

　595　　　　　70

1645十X　　1195十X　　595十X
　　＝O．5198　　　　tO．4402　　　　＝O．2814

　1645　　　　　　　1920　　　　　　　1820

70十X
　＝o．0440

1120

・645 �ﾇ589。192°業♂6258182°当ど、、32112°重♂4939

　690　　　　　　　　1195　　　　　　　1820　　　　　　　2520

69・ g59851195圭ξ72。8182°≧＆7972252°主88448
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5 32 110 280
7

595 1ユ20

5十Za　　　　32十Za　　　　110十Za　　　280十Za　　　595十Za　　　1120十Za
　：言0．0555　　　　＝0．2732　　　　＝o．5637　　　　＝0．7669　　　　＝ニO，8748　　　　＝＝O．9294

1 5 15
8

35 70

1十E　　　5十E　　　15十E　　　35十E　　　70十E
　＝0．1921　　　　＝0．5431　　　　：0，7810　　　　＝＝O．8927　　　　mO．9433

5 70 35 15 5 1

1
70十A 35十A 15十A 5十A 1十A
ロ0．9414 躍0．8893 ＝0．7750 躍0．5345 嵩0．1867

420 245 130 60 22 5

2 420十〇． 245十〇 130十〇 60十〇 22十〇 5十〇
＝0．9063 ＝0，8494 罵O，7495 ＝0。5801 ＝0．3362 ＝O．1032

420 420 345 240 ユ38 60 15
3 420十P 420十P 345十P 240十P 138十P 60十P 15十P

＝α7287 ＝0．7287 ＝0．6882 踪0．6055 ＝0．4689 ＝0．2773 露0．0875

70 245 345 370 329 240 130 35
4 70十Q 245十Q 345十Q 370十Q 329十Q 240十Q 130十Q 35十Q

＝0．1976 ＝0。4630 ＝0，5483 謂0．5656 ＝0．5365 ＝0．4578 ＝0．3139 鴇0．1097

35 130 240 329 370 345 245 70
5

35十R 130十R 240十R 329十R 370十R 345十R 245十R 70十R
醤0，1088 ＝0．3121 ＝0．4558 嵩0。5344 篇0，5635 ＝0．5462 臨0．4609 富O．1963

5 20 46 80 115 140 140
6

5十S 20十S 46十S 80一トS 115十S 140十S 140十S
＝α0865 ＝0．2746 属0。4654 罵0．6022 隅0，6852 ＝0．7260 胃0．7260

5 22 60 130 245 420
7

5十T 22十T 60十T 130十T 245十T 420十T
器0．1040 ＝0，3382 ＝0．5822 ＝0．7512 ＝0．8505 ＝0。9070

1 5 15 35 70
8

1十E 5十E 15十E 35十E 70十E
隅0．1921 需0，5431 ＝0．7810， ＝0．8927 ＝0．9433

6 70 35 15 5 1

270十A，　　35十A・　　15十A　　　5十A　　　1十A
　　　＝O，9414　　　　＝0，8893　　　　＝0．7750　　　　＝0．5345　　　　：＝0．1867
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3　560十J；　　　　385十J　　　　　240十J　　　　　130十J　　　　　56十J　　　　　　15十J
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5

35

35十L　　　80十L　　　115十L　　128十L　　115十L　　　80十L　　　35十L
　＝O．2492　　　　＝0．4314　　　　＝0．5217　　　　＝0．5484　　　　＝O．5217　　　　＝0．4314　　　　＝＝0．2492

45 130 239 345 410
6

385 210

45十M　　130十M　　239十M　　345十M　　410十M　　385十M　　210十M
　駆0．1611　　　　　　　　轟0．3569　　　　＝0．5050　　　　：＝0．5956　　　　＝＝O．6364　　　　繍0．6217　　　　＝0．4727

15 56 130 240
7 385　　，　560

15十N　　　56十N　　130十N　　240十N　　385十N　　560十N
　冨0．1469　　　　　　　　＝0，3913　　　　＝0．5988　　　　＝0．7337　　　　＝0．8155　　　　＝　O．’8654

1 5 15
8

35 70

1十E　　　5十E　　　15十E　　　35十E　　　70十E
　需0。1921　　　　＝0．5431　　　　＝0．7810　　　　＝0，8927　　　　＝O．9433

70十A　　　35十A　　　15十A　　　5十A　　　1十A
　＝＝O．9414　　　　＝0．8893　　　　：＝0．7750　　　　＝＝O．5345　　　　＝＝0．1867

70十F　　　70十F　　　55十F　　　35十F　　　17十F　　　5十F
　＝0．7637　　　　＝0．7637　　　　＝0．7174　　　　＝0．6177　　　　＝謂0．4397　　　　＝0，1875

35十G　　　55十G　　　60十G　　　52十G　　　35十G　　　15十G
　冨0．4449　　　　＝0．5574　　　　＝0．5788　　　　＝0．5435　　　　　＝O．4449　　　　＝0．2557

15十H　　　35十H　　　52十H　　　60十H　　　55十H　　　35十H
　＝0．2535　　　　＝＝O。4420　　　　＝0．5407　　　　篇0。5759　　　　＝0，5545　　　　＝0．4420

5十1　　　　　17十工　　　　　35十1　　　　　55十1　　　　　70十1　　　　　70十1
　＝　O．1850　　　　＝O。4356　　　　＝0．6138　　　　＝O．7141　　　　＝O．7607　　　　＝O．7607
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10十C
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5十D
　＝0．2191

　1　　　　　　5

1十E　　　　5十E
　＝＝0．1921　　　　＝0．5431
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　＝0．4804
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　＝O．5773
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16十D
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　1
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5

5十B
　＝O．2241
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10十C
　＝O．　5323

　30

30十D
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5十E
　　：O．5431

15

15十E
　　：O．7810

5

5十C
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40十D
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ただし，表6中A，B，　C，…，　Z，　Zaは次のごとくである。

A＝＝70a十35b十15c十5d十e　　　　　　　　　　O＝420a十245b十130c十60d十22e十5f
B＝35b十40c十30d十16e十5f　　　　　　　　　　P＝420a十420b十345c十240d十138e十60f十159

C＝5c十10d十12e十10f十5g　　　　　　　　　　Q＝70a十245b十345c十370d十329e十240f十1309十35h
D＝5d十16e十30f十409十35h　　　　　　　　　R＝　35b十130c十240d十32ge十370f十3459十245h十70i

E＝e十5f十15g十35h十70　i　　　　　　　　　　　　S＝5c十20d十46e十80f十115g十14011十140　i
F＝70a十70　b十55　c十35　d十17　e十5f　　　　　　　T＝＝5di十22　e十60　f十130　g十245　h十420　i

G鶏35b十55c十60d十52e十35f十159　　　　　　U＝1120a十595b十280c十110d十32e十5f
H＝15c十35d十52e十60f十55g十35h　　　　　　V＝2S20　a十1820b十1195c十690d十328e十110f十159
1＝sd十17e十35f十559十70h十70i　　　　　W瓢1120a十1820b十1920c十1645d十1184e十690f十2809十35h
J＝560a十385b十240c十130d十56e十15f　　　　X・＝70a十595b十1195c十1645d十1810e十1645f十1195g十595h
K　：210a十385b十410　c十345d十239e十130f十459　　　十70　i

L翼35b十80c十115d十128e十115f十809十35h　　Y＝＝35b十280c十690d十1184e十1645f十19209十1820h十1120i

M霜45c十130d十239e十345f十410g十385h十210　iZ＝15c十110d十328e十690f十11959十1820h十2520i
N＝15d十56　e十130　f十240　g十385　h十560　i　　　　　Za　＝5d十32　e十110　f十280　g十595　h十1120　i

表7　家族資料における紋型の分布

紋型別

A

L

A
T

合計

R
u

合計

W

男

指の剃棚搬
118

46

0．0164

0．0064

1641

　201

3，496

3，697

1

合　　計

0．0228

0．0280

0，4862

0．5142

・・32gl
0．4630

…9・1 1．0000

女

指の数

206

35

f

1相対頻度

0．0331

0．0056

2411

　186

3，397

0．0387

O，　0299

0．5461

・・5831

2，396

1

0。5760

0．3852

合　　　　　計

指の数

324

81

1　・・5

　387

6，893

相対頻度

0。0242

0．OO60

1 O，0302

0．0289

0．5140

1・・28・1

1
・，22・1

0．9999

0．5429

・・7281

1 13，410

0．4271

1．0002

ている男性の岡胞のbVの内訳として，遺伝子型0，　　た（1）式から，次のごとく表される。

｛薩i撫窪1崔羅驚竜謙；轍謡三途三l　　　P｛e－rO∩1∩2∩…∩8｝醤署畿雷…1：｛叢1諜（4）
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今，式（4）を　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信州大学医学部学生174人（男159人，女15人）の紋

　　　　P｛enlO∩1∩2∩…∩8｝＝Y、　　　　（5）　　　型の分布は表8のごとくである。家族資料と比べると

と置き換えると，死亡している男性のbVが0，1，　　信大医学部学生ではAおよびLが少なくてWが多く・

2，＿，8である確率はそれぞれ次式で与えられる。　分布賄意差が認められた（危険率5％）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G　各種紋型の遺伝
　　　　　　45　　　　　　　　　　　　45
　　　P｛・｝一嵩・・Y・・P｛1｝＝、ヨβ・Y・・　　　A（A＋T），L（R＋U）およびWの数について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の両親の各種の組合せと子の平均A，L，　W数はそれ

　　　・｛、｝。磐，、Y、，…，・｛・｝一輩、、Y、　　ぞ熾・，・・，11のごとくであ・・㈱男姻・・分

　　　　　　iUtl　　　　　　　i＝”1　　　　　　　　布の有意差が認められるので本来，子の性別を考慮す

　問題の男性がすでに死亡している場合，これらの確　　べきであるが，資料が必ずしも十分に多くはないので

率の下で先のHB3の項に述べた方法によって父権肯　　男女を合わせた子の値を記載した。

定確率を求めることができる。これらの式も，そのま　　　低頻度のTおよびRについては別にそれぞれ表12・

まの形で隆線数による父権肯定確率に応用することが　　13に示す。

できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要因分析の結果は表14に示す通りであるが，ft　9か

　E　家族指紋における各種紋型の分布　　　　　　　　ら表13まで欠測値が処々にあるため，二元配置法の要

　304家族1，341人（男719人，女622人）における各紋　　因分析がやりにくい。そこで，母の場合と父の場合の

型の分布は表7のごとくであるが，ジ検定によって　　それぞれについて一元配置法の要因分析を行った。そ

男女間に有意の分布の差が認められた（危険率5％）。　　の結果，5％またはそれ以下の危険率をもって次のこ

　F　特定の集団における各種紋型の分布　　　　　　　とを指摘することができる。

表8　信州大学医学部学生における紋型の分布

紋型別

A
T
L

W

男

指の剃欄搬
29

12

783

766

0．0182

0。0075

0．4925

0，4818

女

指の数1欄搬
5

0

80

65

0。0333

　　0
0，5333

0．4333

合　　　　　　計、

指の刎相対搬
34

12

863

831

0．0195

0．0069

0。4960

0．4776

合計i1，59・11・。…i・5・1・・999gi・・74・1・…。・

表9　父母のA（A十T）数の各種の組合せと子の平均A（A十T）数　　、

0

1

2

3

4

5

6

7

8

0．77

0．53

0．70

1．57

0．22

0．27

3．00

　0

O．　68

0．63

1．50

0．50

2．00

2．00

0．33

0 0，63 2．58

1．16

2．70

5．07

0．55

0．27

3．00

　0

0．52

0．58

1，35

1．69

0，28

0．27

3．00

　0

舗1…61・・8・14・・831・1・・63　・5・・33
平均le・・881…941・・…　　1…63　・…1
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　　　　　　　　　　　　　　親子鑑定における各種指紋価の再検討

表10　父母のL（R十U）数の各種の組合せと子の平均L（R十U）数

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合　計

平　均

1・

1．00

1．00

　　　0

3．57

3．25

1．86

4．45

4．57

2．00

4．69

4，11

1 i

2．91

4．50

2．00

4．00

3．18

3．57

5．75

8．00

8。33

2

2．14

1．67

3，13

4．29

7．00

10．00

2．88

6．60

6．33

1・

2．10

4．60

3．00

2．25

3．50

3．80

1．50

7．00

7．67

6．50

4 1

1．50

3．80

4．88

3．50

4．83

5．31

8．00

3．67

5．50

4・331

5

4．00

4，33

3．40

3．56

3．29

5．75

4．33

5．70

7，90

8．33

1・

2．88

3．67

2，50

2．88

2．67

5．50

7．14

5．31

7．17

7．86

5．50

［・

4．00

5．21

5．33

6．67

5．25

7，35

8．　33

7．30

6．75

1・ i

2．　00

4，00

4．42

5．75

7．21

7，40

7，45

8．33

7．75

7．33

9 11・

3．50

5．75

4．50

5．38

6．80

5．86

6．56

7．50

7，25

7．80

7．71

4．00

6．00

6．86

8．75

8，23

5．50

8．13

7．13

7．38

1・・…1…241・4・・4141・921　4s・321…sgl　s3・・8156・・gl　61・・4168…1…98

1・・771・…1・…1…9 ・・531…61・・831・…1・・16 ・・241・・8・

1計
21．52

22，02

31．71

47．　39

39．13

48．18

64．07

65．　08

66．21

78，20

72．60

1平均

3，07

2．75

3．52

4．31

3．91

5。35

5．82

5，92

6．02

7．11

6．60

1556・111

1・・1・1

表11父母のW数の各種の組合せと子の平均W数

．沢1
0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

合　言一ト

0

1，　03

0．91

1．88

2．25

1．42

4．00

1．33

1，57

4，00

4．50

6．00

28．　89

11 1

1．67

2．29

1．71

2．29

2．75

5．25

4．00

4．50

5．17

4，25

5．67

2

2．50

0．83

1，67

2．40

2，09

1．70

4．43

5．93

5．00

8．00

1・

4，00

0．63

3．20

2．83

5．00

2，50

4．33

4．82

9．00

4

2．61

1．71

2．71

4．55

3．00

4．50

8．00

8．50

7，50

10．00

6．44

1・ 1
1，10

2，40

5．40

2．00

3．50

7．33

6．25

6．44

5．50

5，　67

6．00

6

4．40

5，80

4．60

4．72

6．　50

5．13

7．25

8，50

1・

3，00

1．50

8．50

5．80

6．50

7．75

7．00

5．40

7．90

1・

3．44

3．40

5．18

2．00

7．57

4．80

6．88

8，33

6．43

1・

1．75

5．20

6．23

6．82

6．00

8．00

5．50

6．82

1・・

4．63

5．25

8．00

6．20

4．63

7．11

8．50

6．43

10，00

9．00

9．00

1　39・s51　34・ssl　36…1　s9・　s21　s1・s9「…9・1　…35｝48・・3146・32レ8・75

平均「・・631・…1・・4・1…31・… ・…1・…1・…1・…1・・7gl…6

1計 1平均

30．13

24．72

39．55

37．25

41．73

52．46

63．89

62，70

56．64

66．15

48．54

2，74．

2．47

3．96

4．14’

3．79

5．25

5，81、

5．70

6．29

7，35

6，93

1・23・　761

・・851

　　表12父母のT数の各種の組合せと子の平均T数　　　　表13父母のR数の各種の組合せと子の平均R数

訳1・11i・1合計FTL均訳1・111231合計平均
　　0　　　　　0．47　　　　0，36　　　　0．29　　　　　1，12　　　　0．37　　　　　　　　　0　　　0．45　　0．34　　0．71　　0．67　　　2．17　　　　0．54

　　1　　　　0．31　　　　　　　　　　　　　　　　　0．31　　　0．31　　　　　　　　1　　　0．36　　0．29　　0．50　　　　　　　　1．15　　　0．38

　　2　　　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　0　　　　　　　　2　　　1．00　　　　　0　　　　　　　　　　　　　　　1．00　　　　0，50

　　3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　　　0　　　0　　　　　’　　　　　0　　　　0

4　0　　　　　0　0　合計L81・．631．210．・674．32
合計　　0．78　　0，36　　0．29　　1，43　　　　　　　平均　0．45　0．16　0．61　0．67　0．39

’平均　　　0．19　　　　0．36　　　0．29　　　　0。24
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表14表9～13の要因分析の結果　　　　　　　　ぼさない。

紋　型

A（A＋T）

L（R＋U）

W

T

R

要因

父

母

父

母

父

母

父

母

父

母

Foab

Fo412＝0．70

Fos8＝2．55

Fo10gs＝：3，87

FotOg8＝＝7，08

Foエ％7＝・4，37

Fol％7＝7．13

Fo2a＝O。55

Fo23　＝大

FoB7＝1．56

F。37＝1．64

Foab
（P＝＝0．05）

5．41

6，　03

寺・1，92

÷1．92

÷1．92

÷1．92

÷99．17

や99．17

4．35

4．35

有意差の有　3母のT数鳳り・子の平均T数は異なる・
蔽率，％）・5（iN：の・（R＋U）数が大きいほど，子の平均L

無　　　　　　　　　　　　　　　　、

無

　（R十U）数も大ぎい。

5　父母のW数が大きいほど，子の平均W数も大きい。

　H　d価の分布と構成
有　　　　　家族資料1，341人のA価の分布を調べたところ，蓑

有　　、5に乱た結果が得られ，撒慰・よって男女間に

有　　　　分布の有意差が認められた（危険率1％）。すなわち

有　　　　43～7，d9は女に，420は男に有意に高頻度に出現し

無　　　　た。

有　　　　　男女の平均A価はそれぞれ，　d（8）翻14．5±3．45，

an－　Z（♀）＝＝13・5±3・43で有灘が認められた（鰍率5％）・
ハい

鉦　　　　　信大医学部学生（男159人，女15人）の平均d価は

Z（♂）＝14，6±3。48，灰♀）＝＝　14．0±3．51で男女間に有意

表15家系資料における4価の分布　　　　　　差は認められなかった（危険率5％）・また家族資料

d

価

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

男

緻1棚澱
0

0

0

1

0

0

3

5

7

14

75

68

68

64

69

49

66

51

63

47

69

0，0014

0．0042

0．0070

0．0097

0．0195

0，1043

0．0946

0．0946

0．0890

0，0960

0，0682

0．0918

0，0709

0，0876

0．0654

0．0960

女

人数1棚搬

0

0

0

2

3

6

7

5

9

26

86

68

61

49

57

42

47

49

40

31

34

の平均d価に比べ，学生の平均4価は男女ともに大
合　　　計　　　きいが，有意差は認められなかった（危険率5％）。

人数相対頻度　　　4価の構成を1指ごとのデルタ数（δi）についてみ

0．0032

0，0048

0．0096

0．0113

0．0080

0。0145

0．0418

0．1383

0．1093

0．0981

0．0788

0．0916

0，0675

0．0756

0，0788

0．0643

0，0498

0．0547

　0

　0

　0

　3

　3

　6

10

10

16

40

161

136

129

113

126

91

113

100

103

78

103

　　　　　ると表16のごとくで大きな偏りが認められる。

　　　　　　I　A価の区分と区分4価の分布

　　　　　　　「i価の遺伝を検討するに当たって，資料が必ずし

0．0023　　も十分に多くはないので，便宜上dO～9・d10～11，

0．0023　　412～14，d15～17，」18～19，　d20に区分し，これ

0・0045　　を区分d価と呼ぶことにすると，各区分A価の分布は

0・0075　　表17のごとくで，男女間に分布の有意差が認められた

0・0075　（危険率5％）。

°・°119 @J．区分A価の遺伝
0，0298
　　　　　　父母の区分4価の種々な組合せによる子の区分A
O，1201
0．1014　　価と人数を表18に，また父母の各種の組合せと子の平

0．og62　　均d価を表19，表20に示す。

0，0843　　　要因分析の結果，表21のごとく，父母の区分d価

o，0940　　が高いほど，子の区分d価も高くなるが，特に男子

0，0679　　に対しては父の，女子に対しては母の影響がより強い

0・0843　　ことが認められた。しかし，女子の区分4価に対する

0・0746　　父の影響は有意ではなかった（危険率5％）。

0・0768 @　　表18における父母の別および子の性別を考慮しない

0’0582 @　で，単に，両親の区分A価の組合せと各区分ti　fiiliの

0，0768

制・・gl　1・・…1・221・・…11・・3411・…4　K区分・f、m、。よる父鮪定聯
子の絶対頻度を見ると表22のごとくである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表22からBayesの定理に基づいて父権肯定確率を

1　父母の広義のA（すなわち，狭義のA＋T）数は　　求めると表23のごとくである。ただし，母と疑問の男

子の平均A（A＋T）数に影響をおよぼさない。　　　性の組合せ確率は表17に示した区分d価の分布から

2　父母のR数は子の平均R数にほとんど影響をおよ　　得られる女の接合体系列13）すなわち，
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　　　　　　　　表16　∠価のすべての構成と分布　　　　　　　　　　4　3　3　　　0　　　　　0

it－・。國・，國男1女　　贈ll　l
・・1・1・1・・目6gl　6gl34134　　・9・　9・4・926

　　19019　46　　31　　　 8604　 0　　
0

　　　　　　02711　47　0　31　　　523　 0　　
0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　4　　2　　　　0　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　　6　　1　　　　1　　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2　　8　　0　　　　6　　　　7　　5　　　　9

　　17　　1　　1　　8　　　　3　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　6　　1　　3　　　　0　　　　　　　0

　　　　　　0　　　3　　　7　　　　　　48　　　　51　　　48　　　　49
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　3　　2　　　　　1　　　　　　　0

　　16208　 2　　 1　　　　 451　 2　　
0

　　　　　　127　 1　　 0　　　　 370　 2　5　5　5
　　　　　　046　61　　46　　　　6703　0　　0
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6　　2　　2　　　　0　　　　　　　0

　　15217　 ：0　　0　　　　 541　 1　　
1

　　　　　　136　0　3　　
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　　　　　　073　59　6447　49　　2901　 0　　
0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　　2　　0　　　　0　　　0　　0　　　0
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表18　区分d価の遺伝

・母

1

2

3

4

5

父

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

子（男／女）

・1・

1

2

1

6

1

1

1

1

3
3

1

1

2

2

1

3

3

2

3

1

1

2
2

3

6
3

5

3

1

1

1

2
4

10
8

9
9

2
10

3

3

2

1

2

14
8

5

6

1

3

4
2

1

1

2
1

2
4

1

7

1

3

1

1

1

2

1

2

3
1

1

3

3
3

11
4

5
10

5

3

4
2

3
1

13
6

11
11

13
3

1

5

2
3

2

5

3

15
9

2
4

2
3

1

1

1

・「・1・［合計

1

5

2
1

1

3
2

1

7
2

1

1

5

1

2
4

7
2

9
2

1

2

2
4

1

5

4

10
11

12
9

6
2

3
2

1

2

2

1

1

3
1

1

2

1

1

6
4

7
8

4
2

1

4
2

3

2

8
1

3
1

5
1

1

1

4

2

2
1

5
1

1

1

5

2

8
10

14

．6　　　　6

　2
　4

　7
　2

　2
　3

6

4

19
16

23

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

14　　合計
18

1

1

1

17

30

2
1

1

1

76
80

2
2

1

2
4

2

115
84

4

2

6

3

3
1

3

3

2
3

1

2
1

101
67

2
1

1

2

7

3

1

2

3

3

2

2

70
36

1

2

2
2

2
3

3

3

2

1

1

1

36
21

10
4

6
5

17
12

8
6

6

0

0
0

4
3

10
5

1

3

4

1

2

415
318

23　　　　（上段は男子数，下段は女子数を示す）’
6

10　　　　表19父母の区分ti価の各種の組合せと子（男
13　　　　　　　子）の平均区分d価
11

1

1

2
1

2
2

3

2

1

1

6
訳i・1・1・41・1・酬平均

3　　　　1

32　　　　2
21
　　　　　3
26

22　　　4
31　　　5
16　　　　6

2．0　2．0

2．3　2．3

2，7　2．4

3．3　3．7

3．0　3．6

　　3．3

3．1　2．5　3．9　4．0　17、52．9

2．7　3。8　3．2　4．3　18．63．1

3．4　　3．8　　4．4　　4．2　　20，9　3．5

3．5　　4．3　　4．2　　4，6　　23．6　3．9

3．8　　4．5　　4．0　　5，5　　24．4　4．1

4．7　　4．0　　4．7　　6．0　　22．7　4。5

18

18　　合計
10　　平均
12

合計

ｽ均

13．3

Q．7

17．3

Q．9

21．2

R．5

22．9

R．8

24．4

S．1

28．6

S．8

127．7

@3．6

4　　　　褒20父・母の区分Zi価の各種の組合せと子（女

3　　　　　　　子）の平均区分d価

ll　訳
33　　　132

　　　　　225

16　　　　3

14　　　　4

8　　　5
10　　　65

　　　　合計1

1　　平均

11・i・

1．0

1。0

2．3

2。7

4．0

11．0

2」2

1．6

2．3

2．5

3．3

3．3

4．0

16．5

2．8

2．2

2．2

2．7

3．2

4．8

4．8

19．9

3．3

・1・1・1合計1平均

2．3

2．7

3．3

4．1

4．3

16．7

3．3

3．5

2．6

4．1

4．3

5．3

5．0

24．8

4L1

4．0

2．9

3．7

4．4

5．0

20．0

4．0

14．6

13，7

18．6

22．0

21．7

18．8

109，4

　3．3

2。4

2．3

3．1

3。7

4．3

4．7
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親子鑑定における各種指紋価の再検討

表21表19および20の要因分析結果　　　　　　　　　　表23区分A価による父権肯定確率

芋の

性別鮒・♂・陣（・％）1葛灘瓢

：lfitg；MII＝MTE男

女

酬F・5・…3・エ3

父

母

Fo527　＝＝　2．45

Fo527＝8．05

F52g＝2．54

F527　＝2，59

有

母

1

無

有

表22両親のすべての区分A価の組合せと各区分
　　　d価の子（男十女）の絶対頻度

両親の

組合せ

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

6

2

3

4

5

6

3

4

5

6

4

5

6

5

6

子の区分4価の絶対頻度

・1・1・41・1・
3

8

3

1

6

8

1

2

3

2

7

1

1

1

3

15

11

5

1

18

40

18

6

5

11

12

7

2

1

1

1

4

7

5

5

1

6

34

23

12

6

22

40

7

7

6

11

2

1

6

1

4

1

5

7

18

6

11

9

32

5

11

21

17

6

4

3

2

1

2

1

1

10

4

2

2

15

18

9

9

14

6

3

5

1

2

4

2

6

9

7

4

9

2

5

5

合計

2

7

28

29

13　　　　3

11

5

35

90

72

30　　　　4

31

48

112

47

37

41

51

16

5

14

13

・1・Il　目・1・【3　6
合計4・　1　，・・　1・9gl・681・・6157733

　0．0932（1）十〇．2476（2）十〇。2685（3）十〇．2219（4）

　　　　　十〇．1141（5）十〇．0547（6）　　　　　　　　　　　　　（6）

と，男の接合体系列，すなわち，

男

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

1

2

3

4

5

6

子の区分d価と父権肯定確率

・1・1・1・【・1・
0腎77930，5587

0．70180．6127

0．46000。5283

0．38780．5318

0．3713

O．7532

0．6468

0．4871

0．1293

0，4161

0．5084

0．6569

0．6221

0，4357

0．5365

0．2829

0．3333

0．7659

0．3717

0．　7267

0．6883

0．4136

0．7028

0．7382

0．5019

O．　6030

0．5932

0．5575

0．4148

0．3619

0．3138

0．6319

0．6679

0．5091

0．3264

0．4025

0．1967

O．7917

0．7118

0．5142

0．1943

0，6842

0．6173

0．4362

0，7825

0．7437

0，4932

0，3382

0．3384

0．4635

0．5792

0。6193

0．4172

0．3232

0．3642

0．5581

0．5163

0．5721

0．3927

0．4175

0．5287

0．5764

0．5146

0．3066

0．3597

0．5984

0。5531

0．5805

0．3618

0．4553

0．3263

0．7052

0．6780

0．4394

0，5317

0．6086

0．6007

0，5953

0．4929

0．1848

0。5678

0．3281

0，6978

0．5594

0．1702

0．4508

0．3089

0，5895

0．5346

0．6708

0．5249

0．2935

0．5003

0．6040

0．　3623

0．6135

0，1853

0．4251

0．4580

0．6024

0，4964

0，5259

0，6150

0，4677

0．3186

0，5942

0．5566

0．5035

0．4133

0．5555

0．5115

0．5691

0，4484

0．4507

0．4776

0．6837

0．7040

0．1523

0．6921

0．6832

0．5107

0．3474

0．0789

0．2434

0，5082

0．7472

0．6524

O．　2809

0，4136

0．4048

0．5271

0．5823

0．6557

0．3986

0．3270

0．5827

0．5002

0，4386

0．5837

0．4012

0．1777

0．4490

0．5568

0．5630

0．6907

0．9124

0．5940

0．8716

0．3680

0．4281

0．7279

0．7255

0．2532

0．3953

0．5434

0．6828

0．6039

0，5076

0．4872

0．6578

0．6743

0．4919

0．3844

0，4780

0，3770

0，6505

0，6173

　0．0417（1）＋0．1989（2）＋0，2796（3）＋0．2309（4）　　　　　すなわち子の分離比に等しい。π2は母とすべての区

　　　　　＋0，1530（5）＋0．0960（6）　　　　　　（7）　　　分d価の男性との組合せによって生ずる子（総和を

の積（式（6）×式（7＞）の展開式から求めた。π1は表22　　1とする）の内，問題の子と同じ区分d価を有する

に示した子の絶対頻度を相対頻度に直した値であり，　　子の相対頻度であり，蓑22および上述の式（6）×式（7）の
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展開式の係数を利用して容易に求められた。　　　　　　ソピューターを駆使し得る現在ではデルタ数のごとぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錦出規準の簡明な新しい指紋価を用いて，大標本の観
　　　　　　　　IV　老　　　察　　　　　　　　　　　察結果から直接父権肯定確率を求める方が，誤って父

　bVの提唱により初めて，かなりの確からしさをも　　権が否定される危険が少なく，理想的であると考えら

って，指紋から父権を否定できるようになった。しか　　れる。

し，著者の計算によれば父権否定確率は約0．0364と見　　　古典的な分類法に塞ついて304家族，1，341人，総計

積もられ，必ずしも高くはない。このことからも指紋　　13，410本の指の指紋を分類して，各紋型の分布を調べ

は父権否定材料と雷うより肯定材料であるとされてい　　たところ，男女間に分布の有意差が認められた。X染

る劇青の一端が窺える。　　　　　　　　　．　　　　色体数が増加するに伴ってA数も増加することおよび

　最近，1部の皮膚紋理について父権肯定確率算出の　　総隆線数が減少すること15）『17）等と相倹って興味深い

試みがなされつつある9）が，本報告のごとく系統的な　　成績であり，紋型を支配する遺伝子の1部は性染色体

父権肯定確率式は考案されていなかったため，指紋に　　上にも存在することを示すものである。

よる父権の判断はきわめて主観的に行われてきた。著　　　A，T，　R，　U，　Wの数について，父母の組合せと

者の示した父権肯定確率式は主としてbVについての　　子の平均A，　T，　R，　U，　W数をそれぞれ検討した結

ものであるが，しかしそのままの形で松倉の隆線数に　　果，デルタを有する紋型のうちL（R＋U）およびW

も適用できる。また，指紋の個人形態示数についても　　は両親と子の間に順相関が認められたが，これは久保

同様の考え方によって父権肯定確率を算出することが　　ら18）の報告とも一致する。ただし，Tにっいては父の

できる。さらに，問題の男性がすでに死亡している場　　影響はほとんど認められない。また，Rとデルタ数0

合にも同胞の指紋所見を基に，その男性の指紋価を推　　の狭義の弓状紋Aの数は両親と子の間に相関が見られ

定する方法も考案したので，親子鑑定に資するところ　　なかった。検査結果の項には述べなかったが，Rおよ

は大きいものと考えられる。ただし，指紋型はABO　　び狭義のAは出現頻度が一般に低いにもかかわらず同

式血液型や身長などほかの形質との相関も指摘されて　　胞に多発傾向が見られたことから，これらは童的な遺

おり14），本式による確率値は血液型，PTC味覚能力，　伝形質というより質的な遺伝形質に近いものであると

血清型などとともに父権肯定綜合確率に繰り込むより　　考えられる。したがって狭義のAとRは直接には親子

も，別簡に父権の判断に用いるべきものであろう。　　　鑑定には用い難いが，同胞確率のようなものから間接

　bVの遺伝は著者の成績でも，観察事実にかなりよ　　的に親子鑑定に資する方法が考えられる。

く合致するものであるが，遺伝モデルに合わない例が　　　以上のような経緯からd価の概念を提唱するに至

見られた。神田8）によっても，松倉のbV，個人形態　　ったが，　d価は従来の指紋価よりも判定規準が簡明

示数，隆線数のいずれも理論的には生まれない筈の子　　で，不自然さがなく誰にでも利用しやすいものであろ

も実在する可能性が指摘されているが，指紋価の算出　　　うと思われる。

規準が微妙でかなり人工的であり主観の入る余地が大　　　A価の分布および平均値には有意の性差が認められ

きいこと，連続した値を区切って9種類の遺伝子型に　　る（危険率5％）ため，これより父権肯定確率を算出

分類することの不自然さなども原因の1つであろうと　　する場合，当然関係者の性別を考慮する必要がある。

思われる。したがって，親子鑑定において，指紋価の　　bVにおける父権否定確率は約3．64％と算出されたが，

遺伝モデルに合わない場合は父権を否定することは危　　性別を考慮することによってさらに増すものと考えら

険であり，その場合は父権肯定確率はかなり低いと判　　れる。bVの合わない例は女子に多く見られた（5例

断するのが妥当であると思われる。　　　　　　　　　　rl・i　4例が女子）が，　d価はbVの1側面を表すもの

　現行の各種指紋価は，総じて，鎌出規準の客観性に　　であるから，女子の区分「i価に対する父の影響は少

問題がある為，デルタ数のごとき，より客観性が高く　　ないという成績とも関係があると思われる。しかし，

かつ今までのような方法に比して簡単であり，しかも　　父母のA価が増すにしたがって男子，女子ともにd

明らかに誰でもが数量化し得る，新しい観点に基づく　　価が増すことが認められたので，本論文では，標本の

指紋価の確立が望まれる。さらに加言すれば，指紋の　　大ぎさが十分ではないことを補うために両親および子

遺伝は未解決の分野が多いので，少数の標本による遺　　の性別を無視して分離比を算出し，また同様の目的で

伝モデルから理論的に父権肯定確率を求めるより，コ　　区分d価を用いてti価の変異数を少なくして父権肯
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親子鑑定における各種指紋価の再検討

定確率を求めてみた。これらの操作によって，誤って　　布および遺伝様式を新しい角度から再検討した結果，

父権が否定される危険は少なくなるが，父権肯定確率　　デルタを有する指紋の数は父母の影響を受げやすいこ

の精度または信頼性が低下することは否めない。　　　　とが認められ」価の概念を提1囑し，その遺伝様式を検

　遺伝子組成が同じであるはずの1卵性双生児におい　　討した。その結果，4価または区分li価は親子鑑定に

てさえも，同側同名指の指紋の平均一致数は7．80±0．　　十分用いうるものと考えられる。4価は従来のどの指

11指に過ぎず，渦状紋の差の平均値も1．18±0．05箇と，　紋lllliよりも客観性に露み，算出も簡単で指頭から直接

必ずしも完全な一致を見るとは限らないとされてい　　読み取ることもできるという利点も備えている。

る19）ので，d価を適当に区分して変異数を少なくす　　　著者の成績では，　bVの合わない例は女子に多いが，

ることは妥当性を欠くものではないと考えられる。し　　女子のd価に対する父の影響は小さいという成績とも

かし，調査例を積んですべての「i価を網羅するかある　　相倹って，性染色体上の遺伝子の作用について何らか

いは，適切な方法で診断された1卵憐双生児における　　の示唆を与えるものとして興味深い。

指紋の変異の検討結果に基づいて「i価を適切に区分す　　　子の，特に男子の4価は父の影響を強く受けること

ることが望ましい。　　　　　　　　　　　　　　　　から区分4価による父権肯定確率を算出し，親子鑑定

　なお，試作した区分ri価による父権肯定確率一覧表　　に利用しやすいように一覧表を作成したが，標本が必

（表23）の空欄もbVの場合と同様に父権が否定され　　ずしも十分に大きくないので性差などが考慮されてい

るとするより，父権肯定確率がかなり低いとするのが　　ず不十分なものであることは否めない。確率表中の空

現時点では妥当であると考えられる。　　　　　　　　欄の部はいずれも父権肯定確率がかなり低いと判断す

　最近，性染色体異常15）－17），常染色体異常20）21），ほ　　るのが，現時点では妥当であると考えられる。

かの先天的奇形22），ある種の悪性腫瘍や精神異常者23）　　　4価の筑出は簡単であるから，今後大集団について

などの指紋分布は一般集団における分布とは異なるご　　調査することは容易であり，さらに精度の高い父権肯

とが指摘されるようになったが，A価はこれら特定の　　定確率表が作成されるものと期待される。

集団の身体的，あるいは，本論文に示した一般集団と

本学医学都学生のA価の対比からも推測されるように，　　欄筆に臨み，本研究の機会を与えられ，終始懇切な

精神的な特徴をも表現する方法24）の1っとして利用　　御指導と御校閲を賜った信州大学教授医学部法医学教

し得る可能性もあり，今後の発展が期待される。　　　　室主任野田金次郎先生に深謝致します。また東京医科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歯科大学教授岡島道夫先生の御好意により家族指紋を
　　　　　　　v結語および要約　　　　入手できた。と顧』よ憾謝致します。

　従来親子鑑定に用いられてきた各種の指紋価のうち，　　本論文の要旨は第64次日本法医学会総会（1980年4

特にbVは理論と実際とがよく合うものとして高く評　　月，長崎）および第8回皮膚紋理研究会（1979年6月，

価されているので，bVの所見を客観的に処理できる　　東京）において発表した。

ように父権肯定確率式および実際の確率値を鐸出して

一骸として賠した．さらに凝問の男性が死亡し　　　　　文　献

ている場合に，その同胞のbVから父権肯定確率を求　　　1）古畑種基：指紋．刑政，第500号：477－482，1930

める方法を考案した。これらの式はそのままの形で松　　　2）古畑種基；法医学，p。392，南山堂，東京，1951

倉の隆線数にも適用できる。　　　　　　　　　　　　　3）野田金次郎：胎児の指紋について．日法医誌，1

　しかし，著者が262家族，1，236人についてbVの調　　　　（2）：36－42，1945

査をしたところ，神田8）も指摘するように，少数では　　4）松倉豊治：指紋の遺伝に関する研究（第2編）「生

あるが5家族5人の子（その内4人は女子）が遺伝モ　　　　物学的指紋価」の遺伝学的解析．四国医誌，3：

デルに合わないものと認められた。その原因として，　　　　55－68，1952

bVの算出規準は微妙で高度の熟練を要しかつ客観性　　　5）松倉豊治：指紋の遺伝に関する研究（第3編）指

を欠くこと，提唱されている遺伝モデルでは説明し切　　　　紋の隆線数の遺伝について．四国医誌，3：108一

れない遺伝様式が実在する可能性があることなどが考　　　　119，1952

えられる。そこで，判定規準が簡明な古典的分類法に　　　6）松倉豊治：指紋の遺伝に関する研究（第5編）「指

基づいて304家族1，341人の指紋を分類して各紋型の分　　　　紋の個人形態示指」（p．F．1．）の遺伝学的解析．
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